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「まちの駅」からはじまるまちづくり

一福岡県甘木・朝倉地域における
「まちの駅」社会実験をとおして一

田　　村　　一　　馨＊

手　　嶋　　隆　　行＊＊

はじめに－マーケッター型行政マンによる「草の根」街づくり

近年，街づくりが，社会的に重要な活動として，存在感，注目度を高めている。

街づくりは，なぜ，多くの住民，関係者を巻き込むブームとなったのだろうか。複

数の要因をあげることができよう。

1つは，市場経済の浸透が生活の隅々まで進むことによって，生活空間の均質化

が多くの街で進んだからであろう。街の生活空間は，各地の風土，歴史，社会経済

条件を反映して，本来は個性的であった。空間が個性的であるとき，街は住処とし

ての趣や情緒，潤いをもつ。ところが，市場経済の浸透で，街の空間は経済的価値

からのみ評価される傾向を強め，どの街にいっても均質な空間で埋め尽くされるよ



うになった。広さ，地価，公共交通機関・商業施設からの距離・人口密度等が同じ

空間なら，どの街でもおしなべて，似たマンション，駐車場がつくられる。

そこに住む人びとの思惑や願いとは関係なく，街をのっぺりとした無機質な住処

にかえていく市場経済の浸透は，街の住民，利用者が関与できない外生的・与件的

な変化だといえる。それに対して，街づくりは，それとは違う形で街を変容させる

取り組みだ。多くの住民や関係者が街づくりに参加し始めたのは，街空間の均質化

に危機感，不満を抱く住民，関係者が増えており，また，市場経済の浸透に村する

村抗力として街づくりを位置づけ，その可能性に期待すると同時に，実践を通じて

可能性の確かさを実感する住民，関係者が増えているからだと思われる。

2つには，人口の低下，商業集積力の相村的な低下などで集客力の低下に悩む街

が増えていることが指摘できよう○賑わいは街の活力の源である。人が集う空間，

機会を提供することで住民を含むビジターを集客し，街は購買力を吸引する。ある

いは，街に購買力が落ちる資金循環構造をビルトインする。しかし，地域間の集客

競争（特に商業集積による）が激しくなるに伴い・街の間の人口格差を大きく上回

る集客力格差が生まれるようになった○集客力回復を大型商業施設の誘致に求める

街は少なくないが，来てくれるかどうかわからないし，誘致に成功したらしたで域

内・周辺の商店街など商業集積地等との競合問題が発生する。

大型商業施設に頼らずに集客力を高めるには，街全体の魅力アップが要請され，

これは必然的に街づくり活動に結びつく○また，大型商業施設を誘致するにしても，

街づくりの観点から議論をし，コンセンサスを得るプロセスが避けられない。多く

の住民や関係者が街づくりに参加し始めたということは，集客力向上を街の活性化

策として重視せざるを得ない状況が強まっていることの証しであろう0

3つめは，街づくりを仕掛ける組織，団体，個人が多く生まれはじめたからであ

ろう。自治体，街づくり関連組織・団体はもとより，商工会議所，農協にNPO，

ボランティア団体など多様なプレーヤーが街づくりの仕掛け人として活躍する。国

の政策も，ここ5年ほどで大きく様変わりし，時代の要請，地域・国民のニーズ，

市町村合併の推進などに応える形で街づくり関連施策が拡充されている。供給が需

要を創造する形で，街づくりブームが生みだされたのである。

本稿で紹介する，福岡県甘木・朝倉地区での，「まちの駅」による街づくりの社

会実験の背景にも，以上の3つの要因が確認できる。

実は，「まちの駅」が目指す地域連携型のネットワークは，「道の駅」が当初目指

していたのだが，多くの「道の駅」は，場所によっては数十億円の売上げをあげる，
●

単なる物販拠点でしかない。集客力の向上，購買力の吸引には成功したものの，

「道の駅」を通じて街と街を結び，人と人を結びつけるネットワーク化は，単なる

物販拠点，ドライブインとなった分，大きく後退した。では，もっと小さな拠点を，

情報をインターフェースにネットワーク化することで地域連携型の街づくりを目指

す「まちの駅」構想は，具体的にどのように進められ，どのような課題なり可能性

をもっているのか。これらの点について，本稿は貴重な情報を提供してくれよう。

ただし，本稿の意義はそれだけにあるのではない。また，「まちの駅」の実験を

単に紹介することにあるのではない。県の職員である手嶋氏が，どのような戦略的

な思考をもって業務に携わり，その評価を自ら下しているかに注目してもらいたい。

ある意味で，今回の取り組みは業務の範囲を逸脱することで生みだされたといえる。

このような形で社会実験が進むことは，俗にいう「お役所仕事」からは考えられな

い。しかも，その関わりを手嶋氏はコンパクトかつ的確なレポートにまとめられた。

新しい行政マンのあり方（私流の用語でいうなら，街のマーケッター）を示すとい

う意味でも貴重なドキュメントだと思われる。

それらの理由に照らして，本稿は街づくりの関係者にとって貴重な参考文献にな

ると判断し，本論叢に掲載する手続きをとった次第である。なお，この「はじめに」

は田村が担当したが，以下の本文はすべて手嶋氏の手によるものである∩


